
土

地

改

良

区

名

所

在

地

認

可

年

月

日

三
船
土
地
改
良
区

由
布
市

令
三
・
一
〇
・
一
八

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

告

示

土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
認
可
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

森
林
法
に
よ
る
地
域
森
林
計
画
の
決
定
及
び
縦
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

森
林
法
に
よ
る
地
域
森
林
計
画
の
変
更
及
び
縦
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

特
例
休
猟
区
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

鳥
獣
保
護
区
の
更
新
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

特
定
猟
具
（
銃
）
使
用
禁
止
区
域
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

病
院
の
院
長
等
が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
な
る
病
院
等
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
四

公

告

第
四
十
七
期
大
分
県
労
働
委
員
会
の
使
用
者
委
員
及
び
労
働
者
委
員
の
推
薦
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

正

誤

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
け
大
分
県
報
号
外
（
三
五
）
に
登
載
の
監
査
委
員
公
表
第
六
百
七
十
三
号

（
包
括
外
部
監
査
人
に
よ
る
監
査
結
果
の
公
表
）
中
の
訂
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

〇
告

示

大
分
県
告
示
第
六
百
十
一
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改

良
区
の
定
款
変
更
を
認
可
し
た
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
六
百
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
森
林
計
画

区
に
つ
い
て
地
域
森
林
計
画
を
立
て
た
い
の
で
、
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告

し
、
そ
の
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
計
画
書
に
意
見
の
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
知
事
に
対
し
理
由
を
付
し
た

文
書
を
も
っ
て
、
意
見
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

森
林
計
画
区

大
分
中
部
地
域
森
林
計
画
区
（
大
分
市
、
臼
杵
市
、
津
久
見
市
、
竹
田
市
、
豊
後
大
野
市
及
び
由
布

市
）

二

縦
覧
場
所

大
分
県
農
林
水
産
部
林
務
管
理
課
及
び
関
係
振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部
又
は
農
山
村
振
興
部

三

縦
覧
期
間

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
九
日
ま
で

大
分
県
告
示
第
六
百
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
森
林
計
画

区
に
つ
い
て
地
域
森
林
計
画
を
変
更
し
た
い
の
で
、
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告

し
、
そ
の
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
計
画
書
に
意
見
の
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
知
事
に
対
し
理
由
を
付
し
た

文
書
を
も
っ
て
、
意
見
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

森
林
計
画
区

大
分
西
部
地
域
森
林
計
画
区
（
日
田
市
、
九
重
町
及
び
玖
珠
町
）

大
分
北
部
地
域
森
林
計
画
区
（
別
府
市
、
中
津
市
、
豊
後
高
田
市
、
杵
築
市
、
宇
佐
市
、
国
東
市
、
姫

島
村
及
び
日
出
町
）

目

次

令

和

三

年

（ 金 曜 日 ）

第

二

五

五

号

十
月
二
十
九
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
佐
伯
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

一

大
分
県
報
（
告
示
）



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

名
称
及
び
所
在
場
所

存
続
期
間

区

域

及

び

面

積

日
出
東
部
特
例
休
猟

区（
日
出
町
）

令
三
・
一
一
・
一

〜
令
六
・
一
〇
・

三
一

町
道
泉
北
大
神
線
と
国
道
一
〇
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
国
道
一
〇
号
線
を
北
に
進
み
杵
築
市
と
日
出
町
の
市
境
と

の
交
点
に
至
り
、
同
市
境
を
南
東
に
進
み
県
道
日
出
真
那
井
杵

築
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
西
に
進
み
町
道
中
央
水
家

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み
町
道
南
大
神
中

央
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西
に
進
み
町
道
泉
北
大
神

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
、

五
五
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域

谷
特
例
休
猟
区

（
由
布
市
）

令
三
・
一
一
・
一

〜
令
六
・
一
〇
・

三
一

由
布
市
挾
間
町
大
字
鬼
崎
の
挾
間
大
橋
と
大
分
川
右
岸
と
の

交
差
点
を
起
点
と
し
、
県
道
龍
原
挾
間
線
を
南
西
に
進
み
、
県

道
湛
水
挾
間
線
と
の
交
点
に
至
り
、
県
道
湛
水
挾
間
線
を
南
に

進
み
、
大
分
市
と
由
布
市
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
西
に

進
み
、
旧
庄
内
町
と
旧
挾
間
町
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北

東
に
進
み
、
大
分
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
大
分
川
右
岸
を

下
流
に
進
み
起
点
に
至
る
面
積
八
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域

中
野
特
例
休
猟
区

（
豊
後
大
野
市
）

令
三
・
一
一
・
一

〜
令
六
・
一
〇
・

三
一

豊
後
大
野
市
緒
方
町
大
子
小
原
の
主
要
地
方
道
緒
方
高
千
穂

線
と
大
規
模
林
道
宇
目
小
国
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
林

道
を
西
に
進
み
、
竹
田
市
と
豊
後
大
野
市
緒
方
町
と
の
境
界
に

至
り
、
同
境
界
を
北
に
進
み
、
県
道
牧
口
徳
田
竹
田
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県
道
を
東
に
進
み
、
主
要
地
方
道
緒
方
高
千
穂

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
主
要
地
方
道
を
南
に
進
み
、
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
面
積
一
、
〇
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域

市
ノ
瀬
特
例
休
猟
区

（
日
田
市
）

令
三
・
一
一
・
一

〜
令
六
・
一
〇
・

三
一

日
田
市
中
津
江
村
合
瀬
の
国
道
四
四
二
号
と
市
道
中
川
内
線

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
市
道
を
南
に
進
み
、
市
道
中
川
内

支
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
、
元
酒
呑
童

子
キ
ャ
ン
プ
場
取
付
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
取
付
道
を
南
東

に
進
み
、
日
田
市
中
津
江
村
と
日
田
市
上
津
江
町
と
の
境
界
に

至
り
、
同
境
界
を
南
西
に
進
み
、
熊
本
県
菊
池
市
と
日
田
市
中

津
江
村
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
西
に
進
み
、
熊
本
県
山

鹿
市
菊
鹿
町
と
日
田
市
中
津
江
村
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界

を
北
西
に
進
み
福
岡
県
八
女
市
と
日
田
市
中
津
江
村
と
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界
を
北
東
に
進
み
、
国
道
四
四
二
号
と
の
交
点

に
至
り
、
同
国
道
を
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

二
、
〇
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域

豊
後
高
田
中
部
特
例

休
猟
区

（
豊
後
高
田
市
）

令
三
・
一
一
・
一

〜
令
六
・
一
〇
・

三
一

豊
後
高
田
市
大
字
鼎
の
市
道
宇
佐
払
田
線
と
県
道
豊
後
高
田

国
東
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
東
に
進
み
、
県
道

新
城
山
香
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
に
進
み
、
市
道

蕗
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
西
に
進
み
、
県
道
豊
後
高

田
安
岐
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
西
に
進
み
、
桂
川

右
岸
と
の
交
点
（
小
田
原
橋
）
に
至
り
、
同
川
右
岸
を
北
西
に

進
み
、
市
道
宇
佐
払
田
線
と
の
交
点
（
知
恩
寺
橋
）
に
至
り
、

同
市
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
面
積
一
、

九
三
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

名
称
及
び
所
在
場
所

存
続
期
間

区

域

及

び

面

積

黒
沢
ダ
ム
鳥
獣
保
護

区（
佐
伯
市
）

令
三
・
一
一
・
一

〜
令
一
三
・
一
〇

・
三
一

佐
伯
市
大
字
青
山
の
市
道
上
黒
沢
線
と
市
道
若
山
谷
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
市
道
若
山
谷
線
を
南
東
に
進
み
、
国
有
林

播
磨
谷
林
道
に
至
り
、
同
林
道
を
南
に
進
み
、
国
有
林
播
若
林

大
分
南
部
地
域
森
林
計
画
区
（
佐
伯
市
）

二

縦
覧
場
所

大
分
県
農
林
水
産
部
林
務
管
理
課
及
び
関
係
振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部
又
は
農
山
村
振
興
部

三

縦
覧
期
間

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
九
日
ま
で

大
分
県
告
示
第
六
百
十
四
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
）
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
区
域
を
指
定
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
六
百
十
五
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二

十
八
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

二

大
分
県
報
（
告
示
）



道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
西
に
進
み
、
国
有
林
若
山

谷
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
東
に
進
み
、
市
道
上

黒
沢
線
に
至
り
、
同
市
道
を
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま

れ
た
三
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域

北
川
ダ
ム
鳥
獣
保
護

区
（
佐
伯
市
）

令
三
・
一
一
・
一

〜
令
一
三
・
一
〇

・
三
一

佐
伯
市
宇
目
大
字
南
田
原
の
中
岳
川
に
架
か
る
夏
木
橋
跡

（
増
水
時
水
没
）
と
林
道
柳
瀬
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
林

道
柳
瀬
線
を
東
に
進
み
、
市
道
小
辺
迫
線
に
至
り
、
同
市
道
を

東
に
進
み
、
市
道
田
原
横
手
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

北
東
へ
進
み
、
国
道
三
二
六
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道

を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
南
へ
進
み
、
市
道
堂
間
荿
河
内
線
を
南
東

へ
進
み
、
堂
間
谷
の
暗
渠
と
の
交
点
に
至
り
、
堂
間
谷
を
北
東

に
進
み
、
田
代
川
右
岸
に
至
り
、
同
右
岸
を
北
東
に
進
み
、
田

代
橋
に
至
り
、
同
橋
を
南
東
に
進
み
、
田
代
川
左
岸
に
至
り
、

同
左
岸
を
北
東
に
進
み
、
市
園
川
右
岸
に
至
り
、
同
右
岸
を
北

東
に
進
み
、
蔵
小
野
橋
に
至
り
、
同
橋
を
南
東
に
進
み
、
市
園

川
左
岸
に
至
り
、
同
左
岸
を
南
西
に
進
み
、
同
谷
の
右
岸
を
南

東
に
進
み
、
旧
併
用
林
道
板
戸
線
に
架
か
る
橋
に
至
り
、
同
橋

を
南
西
に
進
み
、
板
戸
谷
の
左
岸
に
至
り
、
同
左
岸
を
北
西
に

進
み
、
北
川
ダ
ム
買
収
地
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
西
に

進
み
、
北
川
ダ
ム
堰
堤
に
至
り
、
同
堰
堤
を
西
に
進
み
、
北
川

ダ
ム
買
収
地
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
面
積
二
五
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域

岡
城
鳥
獣
保
護
区

（
竹
田
市
）

令
三
・
一
一
・
一

〜
令
一
三
・
一
〇

・
三
一

竹
田
市
大
字
竹
田
字
十
川
の
大
野
川
と
稲
葉
川
と
の
合
流
点

を
起
点
と
し
、
大
野
川
左
岸
を
南
西
に
進
み
滑
瀬
橋
、
魚
住
橋

を
経
て
大
野
川
と
玉
来
川
の
合
流
す
る
竹
田
ダ
ム
に
至
り
、
同

ダ
ム
を
経
て
玉
来
川
左
岸
を
北
西
に
進
み
、
県
道
高
森
竹
田
線

に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
高
森
竹
田
線
を
北
東
に
進
み
国
道
五

〇
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
国
道
五
〇
二
号
線
を

西
に
進
み
、
市
道
屏
風
ヶ
淵
山
手
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
市
道
屏
風
ヶ
淵
山
手
線
を
北
西
に
進
み
稲
葉
川
に
至
り
、

同
所
か
ら
稲
葉
川
右
岸
を
北
東
に
進
み
、
竹
田
橋
及
び
豊
岡
橋

を
経
て
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
面
積
三
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
区
域

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

名
称
及
び
所
在
場
所

存
続
期
間

区

域

及

び

面

積

愛
の
園
生
特
定
猟
具

（
銃
）
使
用
禁
止
区

域（
豊
後
大
野
市
）

令
三
・
一
一
・
一

〜
令
一
三
・
一
○

・
三
一

豊
後
大
野
市
朝
地
町
大
字
池
田
の
市
道
朝
倉
記
念
公
園
線
と

市
道
鳥
屋
白
石
線
と
の
交
差
点
を
起
点
と
し
、
市
道
鳥
屋
白
石

線
を
北
に
進
み
、
市
道
サ
ヤ
ノ
木
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市

道
を
南
に
進
み
、
県
道
池
田
大
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県

道
を
南
に
進
み
、
市
道
池
在
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
に
進
み
、
市
道
瀬
口
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
に

進
み
、
市
道
朝
倉
記
念
公
園
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

北
に
進
み
、
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
面
積
九
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
区
域

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

大
分
県
告
示
第
六
百
十
六
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
（
銃
）
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
告
示
第
六
百
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
都
市

計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

施
行
者
の
名
称

日
出
町

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

日
出
都
市
計
画
下
水
道
事
業

日
出
町
公
共
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

変
更
前

昭
和
五
十
二
年
三
月
八
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

変
更
後

昭
和
五
十
二
年
三
月
八
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

変
更
な
し

２

使
用
の
部
分

変
更
な
し

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

三

大
分
県
報
（
告
示
）



〇
選
挙
管
理
委
員
会
告
示

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
十
九
号

病
院
の
院
長
等
が
不
在
者
投
票
管
理
者
と
な
る
病
院
等
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
五
十
年
大
分
県
選

挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

一

木

俊

廣

一

指
定
病
院
中

「
大

分

県

立

病

院

〃

大
字
豊
饒
四
七
六
」
を

「
大

分

県

立

病

院

〃

豊
饒
二
丁
目
八
―
一
」
に
改
め
る
。

四

指
定
老
人
ホ
ー
ム
中

「
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
安
心
院
の
郷
妻
垣

〃

〃

大
字
妻
垣
四
〇
一
」
を

「
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
安
心
院
の
郷
妻
垣

〃

〃

大
字
妻
垣
四
〇
一

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
和
楽

苑

〃

大
字
出
光
一
八
九
―
一

」
に
改
め
る
。

〇
公

告

第
四
十
六
期
大
分
県
労
働
委
員
会
委
員
の
任
期
が
令
和
四
年
二
月
十
一
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
十
九
条
の
十
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
第

四
十
七
期
大
分
県
労
働
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
の
で
、
労
働
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
二

百
三
十
一
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
を
求
め
る
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

一

任
命
す
る
委
員
の
数

使
用
者
委
員

五
人

労
働
者
委
員

五
人

二

推
薦
で
き
る
も
の
の
資
格

１

使
用
者
委
員
の
候
補
者
を
推
薦
す
る
資
格
が
あ
る
も
の
は
、
大
分
県
の
区
域
内
の
み
に
組
織
を
有
す

る
使
用
者
団
体
で
あ
る
こ
と
。

２

労
働
者
委
員
の
候
補
者
を
推
薦
す
る
資
格
が
あ
る
も
の
は
、
大
分
県
の
区
域
内
の
み
に
組
織
を
有

し
、
か
つ
、
労
働
組
合
法
第
二
条
及
び
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
適
合
す
る
旨
の
大
分
県
労
働
委
員
会

の
決
定
を
受
け
た
労
働
組
合
で
あ
る
こ
と
。

三

推
薦
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
候
補
者
の
資
格
等

労
働
組
合
法
第
十
九
条
の
十
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

な
お
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
六
十
一
号
）
、
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
等
法
令
に
よ
り
兼
職
の
制
限
又
は
禁
止
の

規
定
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
。

四

推
薦
期
間

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
日
ま
で

五

推
薦
の
方
法

推
薦
書
（
使
用
者
団
体
に
あ
っ
て
は
様
式
一
、
労
働
組
合
に
あ
っ
て
は
様
式
二
）
に
所
定
事
項
を
記
入

し
、
大
分
県
商
工
観
光
労
働
部
雇
用
労
働
政
策
課
に
提
出
す
る
こ
と
。

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

四

大
分
県
報
（
選
管
委
告
示
・
公
告
）



令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

五

大
分
県
報
（
公
告
）



ペ
ー
ジ

行

誤

正

包
括
外
部
監
査
結
果
報
告
書

の
四
八
ペ
ー
ジ

上
か
ら
三
行
目
及
び
四
行
目

令
和
元
年
度

４８５６

令
和
元
年
度

５６４８

同
七
七
ペ
ー
ジ

上
か
ら
一
四
行
目

研
修
受
講
者
集

研
修
受
講
者
数

同
八
四
ペ
ー
ジ

上
か
ら
八
行
目

３４
，００６

２４
，００６

同
一
五
二
ペ
ー
ジ

頁
番
号
抜
け

―
１５２
―

同
一
五
三
ペ
ー
ジ

下
か
ら
二
行
目

お
お
い
た
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
ア
カ
デ
ミ

ー

お
お
い
た
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
ア
カ
デ

ミ
ー

同
一
八
三
ペ
ー
ジ

上
か
ら
七
行
目

交
流
ス
ベ
ー
ス

交
流
ス
ペ
ー
ス

同
二
〇
七
ペ
ー
ジ

上
か
ら
一
一
行
目

感
心
の
高
さ

関
心
の
高
さ

同
二
二
四
ペ
ー
ジ

上
か
ら
四
行
目

２
間
給
付

２
年
間
給
付

〇
正

誤

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
け
大
分
県
報
号
外
（
三
五
）
に
登
載
の
監
査
委
員
公
表
第
六
百
七
十
三
号

（
包
括
外
部
監
査
人
に
よ
る
監
査
結
果
の
公
表
）
中
の
訂
正

令
和
三
年
十
月
二
十
九
日

六

大
分
県
報
（
正
誤
）


